

















































和元年 〈一六一五〉 ～延宝四年 〈一六七六〉 、 六十二
歳）がいる。三竹は、父の野間玄琢につき医学を修め、やがて禁裏に伺候し、隔年に江戸にも出仕した。正保三年（一六四六）に家督を相続し、 寛文八年（一六六八）には法印 進んでいる。名は成大、字は子苞、静軒・柳谷・潜楼・北山山人とも号した。　
三竹は、医者としての活動の傍ら、羅山以下の林家の面々と親交
を結んだ。自身の著作には 鵞峰や梅洞ら、林家の面々に序を請うてもいる。 「柳谷墓誌」の記述などによれば、約四十編もの著作があったと うが、現在ではそ 多くが伝存不明となってしまっ いる。しかし、それでも寛永年間の『沈静録』をはじめ 明暦・万治年間の『席上談』 『望海録』 『古今逸士伝』 、 さらには寛文年間 『修養編』 『北溪含毫 群書考 など、その活動の大概を知ることのできる資料が残されている。　
ところで、三竹の著作は、そのほとんどが、自らが読書した際の








昔し杜元凱、 左伝の癖有り。 是に於て、 経伝集解起れり。 王武子、馬の癖有り。是に於て、錦障金垨尽くせり。浣花居士、佳句の癖有り。 是に於て 人を驚かすの語夥し。 聞桂道人、 香の癖有り。是に於て、几を繞り雲香しく、帷を下して春閑かなり。其の好む所のもの深きときは、則ち遂に之が癖を成す。然れども、書を嗜 者、古振
よ
り之を称して書淫と謂ふ者有り、書痴と謂ふ者
有り、蠧魚と伍を為す者有り、吾之を書癖と謂はん 静軒野子苞氏、特に斯の癖有ること久 。子苞東武西洛に往来 、身は医官に在りて、心は山水に在り、手は翰墨に在り、目は古典に在り。西洛に帰るとき 、則ち北山の鷹峰に居り 書楼を白雲渓 起こし、四部万巻、酉陽之地を千里 縮め 岩を耕し谷に汲み、吟風弄月の余、其の楼に登 毎に黄巻圍繞の中 坐す耳。行旅に在るときは、則ち嚢中侘物有ること無し。唯、数十軸の牙籤を貯ふ。駅邸に 輿馬 、之を繙とかざる 東武に来るときは、則ち赤坂の下 望海亭を構へ、登府 暇 家業の外、亦黄巻圍繞の中 坐す耳。未見の書有ると聞けば、嘗て之を借らずといふ無く、之を謄さずといふなし。其の簡編 攤
ひら






























































それまでの中国の典型的な文人たちと大きく異なる点は、知識 でありながら、かならずしも科挙を目的としなかったこ にある。これは、 明末の経済的発展により、 科挙による仕官を諦めたと も折から盛んになった出版事業 関わることで、収入と名声を得る可能性が出てきたことによ
（７）
る。科挙を目的としなかった彼らは、必然




























、 『太平清話』 ・ 『筆記』 ・ 『見聞録』 ・ 『読書鏡』 ・ 『珍珠船』 ・ 『辟寒部』 ・ 『銷
夏言』 ・ 『岩棲幽事』など 知られている。 す ば、三竹 読書摘録を自身の著作として刊行したのは、こうした編集方法を真似したものであろう。　
その陳継儒の一大事業となったのが、 『宝顔堂秘笈』 の刊行である。























清代のものが一種、 それぞれ確認できる。明代のも は 『意見』 （陳干陛）や、 『読書筆記』 （祝允明） 、あ いは『春風堂随筆』 （陸深）や『聴松堂語鏡』 （閔度） 、 『菽園雑記』 （陸蓉）など そ 大半が「随筆」の範疇に入る と考えてよい。　
また、陳継儒の著作に注目すると、 『群書考』では『辟寒部』 ・ 『鎖
























言を以て新奇悦ぶ可きの説を駕し、以て世に衒ひ俗を駭かし名を鈎り誉を要めて、以て不朽の業を謀らんと欲す。其の最も軽薄なる者は、又己が名を 古人 書に託さ れば、則ち妄に自ら改作し 更に新製と為し、夫の先賢の遺書をして復た其の全編 見ること無から使む。勝嘆す可き哉。是に於て、簡帙漫
漶、紛紜委積、以て清に至りて其の弊未だ息まざる也。











































構成は、 名前の示す通り八つの牋から成る。 それぞれ 「清修妙論牋」
































八年刊）がある。 「四時幽賞」は 高濂が自ら 山居生活 おける四季の景物を随想風に記した文章で、もとは『遵生八牋』の「四時調摂牋」中に収録されている。春 ・ 夏 ・ 秋 ・ 冬の各巻に、 それぞれ「高子春時幽賞 から「高子冬時幽賞」まで、各幽賞ごとに十二条ずつで、全て四十八条ある。　
三竹の『四時幽賞』は、 『遵生八牋』からその「四時幽賞」を抜







































さて、 以上では、 三竹や竹洞が理想とした山居隠逸 イメージは、
明末清初の「随筆」の影響で、そ 具体的な印象が形作られていたことを確認してきた。とすれば、つぎに取り上げる事例も その延長で理解することができるだろう。　
林読耕斎の『本朝遯史』 （万治四年〈一六六一〉序、寛文四年






兼好は兼顕が子なり。 後宇多院北面の臣なり。 左兵衛佐に任ず。帝崩じて後、 塵を出て嘉遯す。文才有り。倭歌を善くす。当時、頓阿、浄弁、慶運と其の名相比し、世に之を倭歌の四天王と称す。往往に武蔵守高師直が家に遊び、又他国を歴遊す。曾て木曽路を過ぎて詠歌有り。且、暇日倭語の草子を作り徒然草と号す。其の世俗を憤り、生死を観じ、時序を感じ、風景 模し、人情を説き、私見を抒ぶ。固に是れ倭文の尤なるものなり。





















































錯なり。慨惜す可し」と論評する。 「一生の過錯なり 言方はやや強 表現だが、これは不正な権力に諂ったこと 言って
湘北紀要　第 32 号　2011
五四
るのだろう。隠逸というものは、世に正しい道徳が行われないときにす ものであるとは、 『易』に見える基本的な定義である。先に引用した「象伝」にも、 「貞にして吉なりとは、志を正しくす を以てなり」とあった。その観点でみれば、不道徳な師直の要求にしたがったということは、 隠逸 しては失格である。したがって、 「一生の過錯」という厳しい措辞を用いたのであろう。　
さて、賛の部分でとくに注目したいのは、 「所謂る燈下に独坐し
て古書を読み古人を友と 」とあるこ である。こ 箇所は『徒然草』第十三段に、
独燈のもとに文をひろげて、見ぬ世の人を友とするぞ、こよなうなぐさむわざなる。文は文選のあはれなる巻々、白氏文集、老子のことば、南華の篇 この国の博士ども 書けるものも、いにしへ は、あはれ 事多かり。
















せよ、 と所望せられしかども、 ふかくいなみて過し侍りしに……（中略）……是非に及ばずしてよみ侍し。これつれ〴〵草 講尺のはじめにて侍ると世に申きと云々」と記されており、貞徳の有名な『徒然草』講釈は、当時の歌人や連歌師の要請ではな 儒学や医学を勉強していた若い人々の要望に応えたも であったという。　
たしかに、近世に『徒然草』が広く読まれるようになるきっかけ















































	 「随筆」という言葉は、しばしば指摘されるように『容斎随筆』の序に「予、老い去り 懶に習れ書を読むこと多からざれども、意の之くところは 随って即ち紀録す。因って其後先 覆た詮次することなし。故に之を目して随筆と曰う」とあ こ に由来する。
（６）
	

























































たとえば、日本に舶載されて和刻本の底本になったものに、 『野客叢書』 （ 「陳眉公重訂」承応二年
　
中野是誰版） 、 『世範』 （ 「華亭陳継
儒訂」寛文九年
　























なお、これらの中には『説郛』や『説郛続』 、 『百川学海』 、 『広百川学海』といった他 叢書に重複して収録されているものもあり、すべてを『宝顔堂秘笈』で見ていたと断定することはできない。
（
18）	






























自跋（ 「寛永癸未八月五日」 ） ・鵞峰跋（ 「寛文丁未季秋」 ） ・竹洞跋・自跋（ 「寛文七年至日前日」 ） 。
（
25）	





















27）	 『本朝遯史』上巻には「援引書目」として、 『本朝遯史』執筆の際に参照した文献の一覧が記載されている そこには 『懐風藻』 以下、 『三愛倭字記』に至るまで、 全部で七十八種類の書名が列挙されている。その中で、兼好 関係する記述があるものは『作者部類』 ・ 『尭孝歌話』 ・ 『太平記』 ・ 『吉田氏系図』 ・ 『徒然草』 ・ 『野槌』 ・ 『続作者部類』の七種類である。もちろん、読耕斎はこれらの資料全てに目を通していた筈だ。しかし 結論からいえば 羅山の『野槌』の記述をなぞるように書かれていることが確認できる。
（
28）	
両者を比べると、兼好が兼顕の子であ ことと、左兵衛佐であったことが『野槌』にはない。しかし、 『野槌』は別に「卜部系図」を引用しており、それを参照すれば、 の二点の情報が されていことが確認できる。
（
























本稿でも言及したとお 、 『本朝遯史』は『野槌』の 徒然草』対する評を引き継いでいた。さらに指摘 ておけば、そ 『野槌』の評は、 『寿命院抄』の「無常ヲ観ジ名聞ヲ離レ 専ラ無為ヲ楽ン事ヲ進メ、傍ラ節序ノ風景ヲ翫ビ、物ノ情ヲ知ラシムル者乎」 いう評と、や り地続きのも ある。とすれば、慶長・元和期にはじまる『徒然草』の享受のあり方は、万治・寛文期の読耕斎の世代まで引き継がれていると言って良いの はなかろうか。
（
32）	
たとえば、 『節序紀原 という類書がある。小本一冊で 貞享甲子（元年）弥生上旬の欽止子の序を持つ。 『民間歳時記』に倣ったと称するものであるが、 「援引書目」があり、 『前漢書』以下、多く 漢籍が名前を連ねている。 荊楚歳時記』 『容斉随筆』 『遵生八牋』 事物紀原』 『酉陽雑俎』など漢籍の随筆作品の名前が並んでい 最後の方に、 『兼好徒然草』が載る。和文の随筆でありな ら、中国の随筆と同様に扱われている例として興味深い。
（付記）
本稿は平成二十二年度科学研究費補助金（基盤研究
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22520217 ）の成果である。

